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本論文は、資源の宝庫と称されてきた屋久島における人口の減少、特に高度経済成長期

後半に始まる急激な減少を、「資源の階層性」という観点から、天然資源と人的資源との結

合と乖離を焦点に実証的に説明を試みたものである。屋久島は日本国内の有人離島の中で

も、開発に対する政府の関心を集めてきた島であり、既に明治時代から天然資源に恵まれ

た島として注目されていた。しかし、離島の開発モデルとして期待された屋久島の人口数

は、1960 年に最大で 2 万 4 千人まで増加した後、1992 年に最小の 1 万 3 千人まで減少を

続け、その原因は産業の不在や雇用機会の欠乏であると了解されてきた。 

しかし本研究が明らかにしたのは、屋久島には、明治以降から戦後に至るまで、カツオ

をはじめとする多くの伝統産業が存在し、かつ林業や漁業も盛んであったこと、そして、

産業と雇用機会の欠乏では屋久島の現状を説明できないということである。そこで本論文

は、「資源の階層性」という概念を導入し離島と本土の間に現れる利用可能な天然資源の資

源化と、資源開発において担う離島と本土の役割の違いに注目した。その結果、屋久島の

自然をめぐって資源の階層性が顕在化した結果、島民の生計基盤は脆弱になり、地域社会

の持続可能性は弱められたと結論した。 

論文の構成としては、序章と第１章において問いと仮説、先行研究について整理を行い、

第二章から資源の概念についてジンマーマンなどによりながら、一般通念の修正を行う。

ジンマーマンは、「人間の自由になる資源は、自然的、人間的、および文化的諸要素のうち

の実際に役立つ組み合わせから生ずるもの」であるという動的な定義を提示し、戦後の資

源論に活力を注入した。こうした広義の資源観は、「山に十日、海に十日、野に十日」と形

容される島民たちの生活実態に符合したものである。考察を個別の天然資源に限定せず、

森から海、または海から森へと波及した因果のベクトルを島民の視点で歴史的に描きなお

すのが３章以降である。 

第 3 章と第 4 章は、戦前と戦後に分けて、屋久島の歴史を振り返りながら、島民による

天然資源利用を検討した。まず第 3 章で、資源利用秩序の再編成という観点から、郷土史

ならびに民俗誌を手がかりに、藩政期から明治期にかけての屋久島の歴史を整理した。明

治から戦前にかけての期間は、藩政期から続けられてきた島民の天然資源利用が大きく変

化した時期である。殖産興業政策が推進された明治期に、カツオ節は商品産物としての重

要性を増し、屋久島でも盛んに製造された。しかし、漁船の動力化や製氷技術の登場、そ

して港湾施設の整備がなされた結果、屋久島に水揚げされていた漁獲物が本土に吸収され

る構造が形成された。その形成過程で屋久島の節製造は衰退し、沿岸に好漁場があった島

の北部で小資本家向きのサバ節製造だけが残された。他方、屋久島の山林では営林署によ

って伐採事業が開始されて、島外からの林業従事者らが屋久島に参入し始めた。そのため、
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島民による森林資源へのアクセスは制限されることになった。屋久島における海と森の資

源は、島民とは切り離された体制で開発が進められた。中央政府による制度設計と圧倒的

な資本力、技術力の差は、島民と本土の人々を階層的に配置する誘因を与えた。 

第 4 章では、戦後から現在までを大きく 3 つの時期に分けて分析を行った。まず戦後の

国家再建期から 1965 年までの復興期において特徴的なことは、国有林野事業によって屋久

島に対する集中的な資本と技術の投入が行われたことである。また水産資源に対しては、

本土からの出漁が増加したため島民との間で漁場をめぐる競合が起き、屋久島の基幹漁業

であったサバの一本釣りが衰退した。島民による森林、水産資源へのアクセスは戦前に比

べてさらに狭められ、島民の多くは資源の階層性から退出するか、中央政府による資源開

発へ編入するかという選択肢に直面した。 

高度成長期後半の 1966 年から 1985 年までの屋久島は、節産地での薪と原魚における二

つの不足に見舞われた。産官民が一体となって取り組んだ森林の資源化は、島民の生活よ

りも本土の人々を豊かにし、ヤクスギ伐採問題に端を発する天然資源保全運動は、新たな

資源の階層性を生んだ。1986 年以降、屋久島は環境の島として注目され世界遺産に登録さ

れたが、観光客は森林環境を消費している。かつて水産と森林とを一体的に結びつけてい

た節製造業は、観光業の推進によって一体性を失い、衰退の一途を辿っていた漁業は希薄

化に拍車をかけることになった。 

第 5 章では本研究において明らかにされた点を３つに整理した。第 1 に、屋久島の天然

資源は、日本を取り巻く天然資源の情勢変化と、それに伴って生じる中央政府による資源

政策の転換等によって大きな影響を受けてきたという点。第 2 に、屋久島で生じた人口減

少には、本土から生じる天然資源への働きかけが影響しており、単に、離島の後進性ある

いは都市部との雇用・生活面の格差だけで十分に説明できる現象ではないという点。第 3

に、森林資源と水産資源を同時に視角に入れた結果、一方の資源に対する働きかけの影響

が、他方の資源に対する働きかけに影響を与えるという因果関係である。 

 論文は、複数資源の関係を実証的に解明しようとする野心的なものである一方で、先行

研究の押さえ方や設問の妥当性について若干の疑問が提示された。しかし、フィールドワ

ークと文献資料とを組み合わせ、国際協力に資する視点から日本の離島問題の再解釈を試

みた貢献は大きく、博士の学位にふさわしい水準にあると結論した。 


